
 

原型炉概念設計における原型炉TFコイル⼨法検討会の状況 
Status of the DEMO reactor TF coil dimension review meeting on the DEMO reactor conceptual 

design activity 
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現在、原型炉設計合同特別チームでは、第 2
回中間チェックアンドレビューに向け原型炉
概念を設計中である。⽇本の原型炉(JA DEMO)
の超伝導トロイダル磁場(TF)コイルは、世界最
⼤級の超伝導コイルである ITER-TF コイルよ
りもさらに 1.5 倍⼤きく、原型炉発電の早期実
現等の観点から製作性が懸念されている。表 1
に ITERと JA DEMOの TFコイルの主要パラメ
ータを⽰す。このような背景を踏まえ、原型
炉設計合同特別チームの活動の⼀環として
「原型炉 TF コイル⼨法検討会」を⽴ち上げ、
製作メーカを含め「製作が⾒通せる」原型炉
TF コイル仕様の策定を⽬指し検討を⾏ってい
る。同検討会は、原型炉設計合同特別チーム
に参加するメンバーから ITER 超伝導コイル製
作に携わった製作メーカを中⼼とした国内専
⾨家により構成され、これまでに 6回の会合が
開催された。検討会では、ITER 超伝導コイル
製作の知⾒から主に以下の 2つの項⽬について
検討している。 

 
表 1 ITERと JA DEMOの TFコイル諸元 

1 つ⽬は、現⾏の原型炉 TF コイルの⼨法に
起因する課題についてである。検討会では、
メーカにおける ITER-TF コイル製作実績を例
に、製作上コイル⼨法を制限しうる技術的要
因と製作コスト、製作期間について、ITER-TF
コイル並の⼨法のコイルと JA DEMOのコイル
に対して評価した。現⾏ JA DEMO の TF コイ
ル⼨法では、特にコイル⼀体化⼯程において
技術的難易度が増えることに加え、製作コス
トは磁気エネルギー⽐で概算すると ITER-TF
コイルの数倍となり、製造ラインを複数設け
てもコイル製作のみで 10年前後の期間(さらに
材料調達、製造設備の建設・⽴ち上げ期間が
必要)がかかる⾒込みであることが指摘された。
これらを踏まえ、本検討会では原型炉⽤ TF コ
イルは ITER-TF コイル⼨法を⼤きく超えない
範囲(+1m)程度を⽬指すべきとの結論に達した。 

2 つ⽬は、原型炉仕様と整合し且つ技術的に
⾒通せる TF コイル仕様についてである。上記
で⽰した⽬標コイル⼨法の TF コイルにおいて
も、原型炉のミッションを達成しうる原型炉
TF コイル仕様を⽰すべく検討を進めている。
検討では、超伝導線材はNb3Sn線材を仮定し、
最⼤磁場強度 14T以上とする時の超伝導素線や
超伝導導体の性能を評価し、技術的に⾒通せ
るかを協議している。これらの検討を通じて、
⽬標コイル⼨法の原型炉 TF コイル仕様と合わ
せて、それを実現するために必要な R&D 項⽬
を明確化する予定である。 

 ITER JA DEMO 
超伝導線材 Nb3Sn Nb3Sn 
最⼤磁場強度 11.8T 13.9T 
コイル本数 18 16 
全起磁⼒ 164MAT 255MAT 
全磁気エネルギー 41GJ 153GJ 
コイル⽔平／ 
垂直⽅向ボア(中⼼) 

9m / 14m 14m / 20m 

全コイル重量 5400ton 11800ton 
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